
分野名：家庭教育 

家庭教育が求める学習や体験の場作り 

～コミュニティ・スクール協力に向けた関係団体の活動を通して～ 

 

柳川市 柳河公民館【公立公民館】 館長 石川 昇 

 

１．事業名 

    子どもの学習や体験をサポートする地域コミュニティ 

２．事業の目的 

    コミュニティ・スクールへの地域協力を通して、家庭教育が求める学習や体験を豊かな

ものにする。 

３．事業の主体 

    柳河公民館・地域学校協働活動本部・柳河放課後児童クラブ 

４．連携・協力機関・団体等 

    柳河小学校・柳河小学校運営協議会・柳河校区民会議 

５．事業予算 

   公民館（約２０万円…事業内容により変動） 

６．実施に至る経緯 

  平成２９年度に地元小学校がコミュニティ・スクールとなり、学校・家庭・地域の連携

が推進され、地域学校協働本部が設立したことを契機に、柳河公民館と放課後児童クラブ

（学童保育）を加えた３団体が協力する関係性が強化された。 

７．プログラム作成の視点  

・家庭教育が求める学力向上と体験活動 ・子どものやりたい感 

・郷土愛 ・地域ボランティアの協力と高齢者の楽しみ感 

８．事業の内容 

   柳河小学校がコミュニティ・スクールになってからの６年間取り組んできたなかで、今

後も工夫を重ねながら取り組んでいきたい主な活動を紹介。 

（１）公民館主催の行事 

 ① わいわいスクール  小学２・３年生の希望者（定員２０～４０名） 

わいわいスクール（夏休みの３～５日間）  ※上学年、全学年対象  

夏休み 1 日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 

平成 29 年度  レクレーション レッツ・イングリッシュ 子どもクッキング カプラ積木 観劇会 

平成 30 年度  子どもクッキング 工作教室 観劇会 ※段ボールボード大会  

※地元バックヤード見学 令和元年度  レクレーション 子どもクッキング 観劇会 

令和２年度  カプラ積木 ハーブ入り石けん ぶんぶんごま   

令和３年度  日舞 ポーセラーツ陶芸 シャボン玉   

令和４年度  顔ヨガ 工作教室 観劇会   

令和５年度  レクレーション 工作教室 子どもクッキング ※観劇会  

◇午前中の１０時～１１時半まで開催、子どもクッキングは午後１時まで。 

 夏休み前に案内を出し、応募用紙提出の先着順。（内容により定員あり） 



受付 

こま回し 

けん玉 

モルック 

 ② 地元バックヤードツアー  

  ◇ねらい ・・・キャリア教育の一環として、地元施設のバックヤード（日頃目にしない

仕事場）を見学し、施設や働く人への関心を高め、郷土愛を育てることに資する。

（訪問施設への依頼文から） 

  ◇対象者・・・柳河小学校５・６年生の希望者（１５名以内） 

 

 

介介介 

 

 

 

 【あめんぼセンター（図書館）】   【福岡銀行柳川支店】    【ﾊﾘｳｯﾄ゙ ﾜー ﾙﾄ゙ 美容専門学校】 

 ③ 健康ふれあいフェスタ  ◇コロナ禍で中止していた運動会に代えて 

                    

                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域学校協働本部の活動 

  ① 火曜学習支援ボランティア  ◇運動会後の６月から開始、学校では「柳河タイム」

と呼ばれ、午後１時５５分集合、集合したメンバーで１～３年生の教室に分担して入り、国

語や算数などの丸付け（赤ペン先生）をする活動で、実質３０分間。毎回１０人前後集まり、

一部はその後４年以上を支援。 

※ここに参加いただいたメンバーが、次の②③の活動の推進役となる。 



 ② 木曜放課後支援ボランティア  ◇柳河放課後児童クラブ（学童保育）の部屋に入り、

午後２時２０分頃の下校時刻に合わせ、約１時間、宿題・ふれあい・読み聞かせなど、毎週

３～４人による活動。 

 ③ 夏休み宿題応援教室   ◇今年度、７／２２と２９いずれも土曜の午前と午後、各９０分

間ずつ、計４回に分かれ、柳河小の放課後児童クラブの教室を借り

て初実施。対象は１～６年生の希望者で、それぞれ１０～２０名が

参加。指導は、１０名程のボランティアが協力。分からない場合、

マンツーマン体制でアドバイスを受けることができた。  

休憩の際は、ぶんぶんごま・まちがい探しのプリント・ 慣用句カ

ード覚えなどをして、１年生児童も終了の時刻まで頑張った。 

「先生役」として参加した女性（６７）の声…「全ての問題に自信があるわけはないので、私も一緒に

考えながら解いています。子どもたちとふれあうことで、こちらも日々の生活の刺激になります。」        

↓「柳河公民館コミュニティ通信」の中で、紹介（宣伝）している。 

 

（３）柳河放課後児童クラブにおける学習・体験活動サポート 

 ◇自学できるようになるため、環境を整えつつ意欲付けの試みを行う。  

 ① 環境面  

・学習（国語辞典・漢和辞典、教科書、各種図鑑、紙芝居、学習ポスター、各種学習カード、

児童用時計、百玉そろばん、ストップウオッチ、はかり、計量ます・飲料パック、国算等プ

リントなどを用意し活用） 

・遊び（個人用けん玉、こま、お手玉、一輪車、モルック、将棋、オセロ等） 

※学習時は静かに（鉛筆けずり使用不可）、学習とおやつ・遊びの区別 

 ② 意欲付け  

・長期休み時、けん玉協会による「けん玉検定」（認定書）→フェスタで披露 

・カード覚え認定証（ことわざ、慣用句、動植物、国旗など３０種以上） 

・支援員や訪問者とのふれあい（声かけ、木曜ボランティア、ＧＴなど） 

９．事業の成果 

活動の定着化と家庭・地域住民における協力の高まり 

10．今後の課題 

  数年後の統廃合に向けた体制づくりの見直し 

問合せ先 

  〒８３２－００３２ 福岡県柳川市新町５－２   柳川市立柳河公民館 

  TEL・FAX：０９４４－７２－５４７８  E-mail：yanagawa0032@outlook.jp 

 


